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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月2日(2014.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　コピーＤＢ１２に更新ログが適用された後、アクセス先決定部２１によりアクセス先が
コピーＤＢ１２へ切り替えられる期間はフェーズ３に分類される。コピーＤＢ１２にアク
セス先が切り替えられた後、再編成部２４によりオリジナルＤＢ１１が再編成されている
期間はフェーズ４に分類される。オリジナルＤＢ１１が再編成された後、同期部２５によ
りオリジナルＤＢ１１に対してフェーズ４開始以降に生成された更新ログが適用されてい
る期間はフェーズ５に分類される。オリジナルＤＢ１１に更新ログが適用された後、アク
セス先決定部２１によりアクセス先がオリジナルＤＢ１１へ切り替えられる期間はフェー
ズ６に分類される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　次に、ステップＳ２０２において、再編成部２４は、オリジナルＤＢ１１を再編成する
。この再編成の間、コピーＤＢ１２に対する更新アクセスは禁止されず、更新ログが更新
ログ記憶部１５に追記されていく。再編成されると、処理フェーズは４から５に移行する
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
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　状態フラグが２でも３でもない場合（ステップＳ２８３のＮＯ）、アクセス先決定部２
１は、アクセス先をオリジナルＤＢ１１とし（ステップＳ２８５）、状態フラグが４であ
るか否かを判定し（ステップＳ２８６）、状態フラグが４である場合は、進捗情報記憶部
１４に記憶された状態フラグを４から０に更新する（ステップＳ２８７）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
第１のボリュームに格納された元データベースのデータをコピーして第２のボリュームに
コピーデータベースを作成するステップと、
　アプリケーションプログラムにより前記元データベースのデータのうちコピー中または
コピー済みのデータが更新されるごとに、更新後の値の情報および更新されたデータを識
別するための情報を含む更新ログを更新ログ記憶部に記憶させるステップと、
　前記コピーデータベースの作成が終わり、かつ前記更新ログ記憶部に記憶された前記更
新ログの数が閾値より多いと、前記元データベースの排他ロックを取得せず前記アプリケ
ーションによる前記元データベースのデータの更新が許可され更新に応じた前記更新ログ
の生成が継続されたまま、前記更新ログ記憶部に記憶された前記更新ログを１つずつ前記
コピーデータベースに適用するとともに適用した前記更新ログを前記更新ログ記憶部から
削除する処理を前記更新ログ記憶部に記憶された前記更新ログの数が閾値以下となるまで
繰り返すステップと、
　前記コピーデータベースの作成が終わり、かつ前記更新ログ記憶部に記憶された前記更
新ログの数が閾値以下であると、前記元データベースの排他ロックを取得して前記元デー
タベースのデータに対する更新および参照を禁止し、前記更新ログ記憶部に記憶された前
記更新ログを１つずつ前記コピーデータベースに適用するとともに適用後の前記更新ログ
を前記更新ログ記憶部から削除する処理を前記更新ログ記憶部に記憶された前記更新ログ
の数がゼロになるまで繰り返すステップと、
　前記更新ログ記憶部に記憶された前記更新ログの数がゼロになると、前記元データベー
スの前記排他ロックを開放するステップと、
　前記元データベースおよび前記コピーデータベースのいずれかを再編成するステップと
、
　を有するデータベース再編成方法。
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